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第
２
回
定
例
会

６
月
３
日
～
６
日

会　

議　

内　

容

一
般
質
問�

６
人

条
例�

５
件

専
決
処
分

�

の
承
認　

２
件

補
正
予
算�

３
件

契
約�

３
件

��

ほ
か

補正予算を含む補正予算を含む
議案23件を可決議案23件を可決

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て�

（
賛
成
全
員
）

＊
国
会
議
員
の
選
挙
等
に

際
し
、
選
挙
執
行
地
方
公

共
団
体
委
託
費
に
お
け
る

単
価
が
増
額
さ
れ
る
こ
と

に
鑑
み
、
投
票
管
理
者
等

の
報
酬
を
増
額
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

問　

投
票
所
の
管
理
者
や

立
会
人
は
長
時
間
に
渡
る

条　
　
　
例

た
め
、
高
齢
の
方
の
負
担

が
大
き
い
と
聞
い
て
い
る
。

条
例
上
は
日
額
と
あ
る
が
、

時
間
を
分
け
て
従
事
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答　

手
続
き
上
は
可
能
で

あ
る
。
申
し
出
が
あ
れ
ば

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
（
第
１
号
）

�

（
賛
成
10
・
反
対
２
）

＊
歳
入
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
、
新

し
い
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
な
ど
を
計
上
し
、

歳
出
は
、
歳
入
に
計
上
し

た
収
入
を
財
源
と
す
る
事

業
や
、
路
面
下
空
洞
化
調

査
の
た
め
の
道
水
路
維
持

測
量
委
託
料
な
ど
を
計
上

す
る
も
の

問　

上
大
井
駅
舎
の
改
修

規
模
は
。

答　

規
模
は
現
状
の
ま
ま

で
、
瓦
を
軽
量
化
す
る
な

ど
耐
震
性
を
強
化
す
る
。

問　

改
修
し
た
場
合
、
駅

舎
の
維
持
管
理
は
誰
が
行

う
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、

駅
舎
も
ト
イ
レ
も
不
要
と

い
う
判
断
を
さ
れ
た
の
で
、

町
で
管
理
し
て
い
く
。

問　

認
定
こ
ど
も
園
の
設

立
の
目
的
や
効
果
は
。

答　

施
設
の
老
朽
化
等
の

課
題
も
あ
り
、
第
二
幼
稚

園
を
改
修
し
て
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る

方
針
。
目
的
は
、
待
機
児

童
の
解
消
や
保
育
環
境
の

整
備
、
施
設
の
集
約
化
な

ど
で
あ
る
。

問　

設
置
形
態
は
。

答　

町
立
の
認
定
こ
ど
も

園
を
考
え
て
い
る
。

問　

建
替
え
や
新
設
と
い

う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の

か
。

答　

新
た
に
土
地
の
購
入

は
考
え
て
い
な
い
。
町
有

地
の
検
討
は
し
た
が
、
現

有
施
設
で
敷
地
の
面
積
も

広
い
第
二
幼
稚
園
が
有
効

に
使
え
る
と
い
う
考
え
と

な
っ
た
。

補
正
予
算

補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
以
前
よ
り
課

題
と
さ
れ
て
き
た
幼
保
一
元
化
に
関
す
る
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
に
お
け
る
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進

め
て
き
た
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び

土
地
利
用
上
の
規
制
緩
和
に
明
る
い
兆
し
が
見
え

た
こ
と
か
ら
、
基
本
設
計
費
と
し
て
８
５
５
万
円

余
を
計
上
し
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
具
体
的

に
は
、
園
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
大
井
保
育

園
と
大
井
第
二
幼
稚
園
の
町
立
２
園
を
統
合
し
、

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
せ
る
と
い
う
計
画
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
補
正
予
算
審
議
中
、
大
石
議
員
か

ら
「
議
論
の
過
程
が
全
て
非
公
開
で
あ
り
、
内
容

を
知
る
手
段
が
全
く
な
い
」
な
ど
を
理
由
に
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年６月４日

大井町議会議長 伊藤 奈穗子 様

発議者 大井町議会議員 大石 舞
同 重田 有紀

議案第４３号令和７年度大井町一般会計補正予算（第１号）に対する修正動議

上記の動議を、地方自治法第１１５条の３及び会議規則第１６条の規定により別紙の修正案を添えて提出する。
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問　
「
認
定
こ
ど
も
園
改

修
基
本
設
計
業
務
委
託

料
」
と
い
う
科
目
名
称
で

計
上
さ
れ
、
す
で
に
合
意

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
が
、
総
合
計
画
第
二

次
実
施
計
画
と
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
上

は
決
定
事
項
と
し
て
読
み

取
れ
な
い
。
計
画
か
ら
逸

脱
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
の
計

画
が
可
能
に
な
り
そ
う
だ

と
判
明
し
た
の
は
５
月
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
に
策
定

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
は
具
体
的

に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
お
い
て
、
幼
保
一
元

化
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

や
中
身
に
つ
い
て
は
議
論

さ
れ
た
の
か
。

答　

５
月
に
な
っ
て
急
遽

県
の
土
地
利
用
に
関
す
る

基
準
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
今
回
の

予
算
計
上
に
至
っ
た
。
昨

年
度
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
は
具
体
的
な
検
討

は
し
て
い
な
い
。
幼
稚
園

や
保
育
園
と
い
う
垣
根
が

取
り
は
ら
わ
れ
た
中
で
、

小
学
校
教
育
に
つ
な
が
っ

て
い
き
、
学
び
の
場
が
保

障
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

問　

県
の
許
可
は
、
今
申

請
し
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ

な
い
の
か
。

答　

承
認
さ
れ
る
見
込
み

だ
が
、
先
延
ば
し
に
す
る

と
手
続
き
が
遅
れ
、
実
施

設
計
や
改
修
工
事
が
１
年
、

ま
た
そ
の
先
へ
と
遅
れ
て

く
る
。

問　

今
後
、
進
捗
に
つ
い

て
は
丁
寧
な
説
明
が
な
さ

れ
る
の
か
。

答　

も
ち
ろ
ん
力
を
合
わ

せ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

既
存
の
民
間
２
園
と

の
協
議
や
運
営
上
の
配
慮

は
。

答　

計
画
は
伝
え
て
い
る
。

大
井
保
育
園
と
第
二
幼
稚

園
を
一
緒
に
す
る
と
い
う

規
模
の
計
画
な
の
で
、
２

つ
の
民
間
保
育
所
に
は
影

響
が
出
な
い
か
た
ち
で
、

待
機
児
童
の
解
消
に
な
る

よ
う
に
進
め
る
。

問　

給
食
は
セ
ン
タ
ー
方

式
に
す
る
の
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
未
定

で
あ
る
。

問　

園
区
の
編
成
は
。

答　

現
時
点
の
回
答
と
し

て
は
、
現
状
の
ま
ま
を
考

え
て
い
る
。　

問　

今
回
の
計
画
に
関
し

て
、
大
井
保
育
園
や
第
二

幼
稚
園
に
通
う
保
護
者
、

職
員
、
町
民
に
対
し
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
は
行
っ

た
の
か
。

答　

本
予
算
が
承
認
さ
れ

た
の
ち
に
、
意
見
を
お
伺

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

実
施
せ
ず
町
民
不
在
で
方

針
を
決
め
た
の
か
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
は
平
成
27
年
か
ら
話

が
出
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

現
場
の
声
を
聴
く
な
ど
状

況
を
把
握
し
て
き
た
。

問　

町
営
住
宅
の
修
繕
費

の
内
訳
は
。

答　

水
回
り
の
補
修
や
壁

紙
、
襖
、
畳
な
ど
の
原
状

回
復
と
な
る
。

問　

町
営
住
宅
か
ら
退
去

す
る
際
の
自
己
負
担
は
。

答　

住
宅
条
例
の
規
定
に

よ
り
、
自
己
の
責
に
帰
す

る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な

る
。

問　

食
農
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
創
出
委
託
料
１
１
０
０

万
円
に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答　

農
作
物
を
使
っ
た
加

工
食
品
、
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
６
次
産
業
化
な
ど
、

新
た
な
価
値
の
創
出
の
予

算
で
、
研
修
会
の
開
催
費

用
８
０
０
万
円
と
法
人
設

立
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
費
用
３
０
０
万
円
で

あ
る
。

大
石
議
員
か
ら
な
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動

議
は
１
人
以
上
の
賛
成
を
得
て
成

立
し
、「
認
定
こ
ど
も
園
改
修
基
本

設
計
業
務
委
託
料
」
を
削
除
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修

正
案
及
び
原
案
に
対
す
る
討
論（
次

頁
参
照
）
が
行
わ
れ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
採
決
に
移
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
さ
れ
、
原
案
は
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ちょっとちょっと
待った！待った！

詳しくは議会HPの会議録検索
システムでご確認ください。
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工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
総
合
体
育
館
第

１
期
改
修
工
事
）

�
（
賛
成
全
員
）

＊
総
合
体
育
館
第
１
期
改

修
工
事
の
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の　

問　

工
事
中
で
あ
っ
て
も

避
難
所
と
し
て
使
え
る
の

か
。

答　

災
害
時
は
出
来
る
限

り
使
え
る
よ
う
に
事
業
者

と
調
整
す
る
。

南
足
柄
市
外
２
ヶ
市
町
組

合
議
会
議
員
の
選
出

＊
任
期
満
了
に
伴
い
後
任

者
を
選
出
す
る
も
の

安や
す

池い
け　

範の
り

明あ
き　

氏

�

（
西
大
井
）

令和７年度一般会計補正予算（第１号）については、修正案が提
出され、原案とともに本会議で討論が行われました。議員討論議員討論

修正案賛成討論 重田　有紀 原案賛成討論 山崎　真弘

町立認定こども園設立経緯に疑問町立認定こども園設立経緯に疑問
突如、町立認定こども園を設立するとの
方針が示された。２年間議論したというが、
議論は非公開、議会への情報提供さえただ
の一度もされていない。行政と議会の信頼
関係を揺るがす事態であり看過できない。
更に議会への報告から僅か２週間で、
800万円超を補正予算に計上。子育て支援
策の軸ともいえる一大新規事業を、年度途
中の補正予算に計上する姿勢も疑問。性急
さの理由として、県の承認が見込めたこと
を挙げていたが、それさえ今でなければ承
認されないというものではないとの答弁で
あった。
こども園設立で待機児童解消を目指すと
いう。受け入れ人数等の詳細も示されない
中で、こども園を設立するという事実だけ
では、待機児童が解消される根拠にはなり
得ない。
まだ何も決まっていないという主旨の町
長答弁。まだ何も決まっていないその状態で、
巨額な予算を、議会への情報提供もせず計
上する姿勢は問題視されなければならない。
町長は、行政と議会は車の両輪であると言う。
この歩の進め方は、両輪で進んでいるよう
に見えるのか。現時点での情報量では、町
民への説明責任を果たせないばかりか、賛
否を表することさえできない。よって修正
案に賛成とする。

より活性化した町づくりに期待より活性化した町づくりに期待
議案第４３号において、既定の歳入歳出
予算の総額に１億7,112万9千円を追加し、
歳入歳出予算の総額は7３億3,112万9千円と
なった。
歳入については、物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金、新しい地方経済・生
活環境創生交付金、市町村立学校働き方改
革加速化補助金が主なものである。歳出に
ついては、物価高騰対応重点支援給付金と
して１億3,600万円であり、物価上昇によ
り影響を受けている町民の生活を支える重
要な施策である。また、食農バリューチェー
ン創出委託料として1,100万円は、地域の
農業と食に関連する産業をつなげることで、
町の経済の活性化、町の魅力の発信にもな
り、誘客や関係人口の創出といった観光資
源としての活用も考えられる。
認定こども園改修基本設計業務委託料は、
大井第二幼稚園、大井保育園の老朽化、保
育園の土砂災害等の安全性の課題もあり、
また、第6次総合計画第2次実施計画にも
掲載があるように幼保一元化として整備し
進めていくことは、町の将来のために重要
なことである。
本議案におけるこれら施策が、引き続き
着実に推進され、より活性化した町づくり
が展開されることを期待する。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

選

挙
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６月５日、企画経済常任委員会では、本会議での付託により陳情第１号「上大井駅舎保全・
存続と地域交流拠点としての整備」の審査を行いました。この陳情は、上大井駅舎存続と利
活用を考える会及び上大井自治会長から提出されたもので、要旨は、確実に駅舎の保存と活
用が図られるよう、議会の支援と協力を求めるというものです。委員会では慎重なる審査の
結果、採択すべきと決定しました。

主　な　質　疑主　な　質　疑
　問　地元からは、どのような声があるのか。
　答　正式な聞き取りはしていない。町との意見交換会の場を活用して集約を行う。
　問　陳情者として、駅舎の具体的な活用案はあるのか。
　答　今後、地域の意見を積み上げていきたい。
　問　維持管理においては、地元の協力も必要と考えるが。
　答　駅舎が保存された場合は、あらゆる点で協力していきたい。
　問　多目的トイレとしての改修を想定しているか。
　答　財政面に配慮すると、今あるトイレの環境改善と考えている。

企画経済常任委員会
による審査

企画経済常任委員会企画経済常任委員会
による審査による審査

動
議
っ
て
何
？

皆
さ
ん
は
、
衆
院
本
会
議
で
国
会
議
員
が
「
ギ

チ
ョ
ー
ー
ー
ッ
」
と
大
声
で
叫
ぶ
場
面
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

こ
れ
は
、
若
手
議
員
の
「
登

竜
門
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
議
長
に
対
し
て
動

議
を
求
め
、
議
事
進
行
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
員
か
ら
開
議
中
に
予
定
さ
れ
た

議
案
以
外
の
議
題
を
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

議
事
進
行
な
ど
の
口
頭
で
の
発
議
も
動
議
と
な
り

ま
す
が
、
修
正
動
議
な
ど
の
文
書
を
備
え
た
発
議

も
あ
り
ま
す
。
動
議
に
は
原
則
と
し
て
所
定
の
人

数
の
賛
成
者
が
必
要
で
、
本
町
議
会
会
議
規
則
に

お
い
て
は
「
他
に
１
人
以
上
の
賛
成
者
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
修
正
動

議
に
伴
う
案
の
提
出
に
お
い
て
は
、
原
案
が
「
団

体
意
思
」
つ
ま
り
町
全
体
の
意
思
決
定
（
議
会
だ

け
の
意
思
は
「
機
関
意
思
」
と
言
い
ま
す
。）
に

関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治
法
で
議
員
定

数
の
十
二
分
の
一
以
上
の
発
議
が
必
要
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
本
町
議
会
で
は
２
人
以
上
の
連
署
に

よ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
本
町
議
会
で
も
議
案
を

委
員
会
に
付
託
す
る
と
き
に
、
若
手
議
員
が
動
議

を
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ギ
チ
ョ
ー
」
と
叫

ん
だ
時
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

5 議会だより　第224号
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審議した議案と審議結果
定
例
会
・

臨
時
会
の
別

議
案
番
号

笠
井　

裕
太

諸
星　

光
浩

鈴
木　

武
夫

大
石　
　

舞

黒
岩
陣
太
郎

重
田　

有
紀

和
田　

紀
昭

山
崎　

真
弘

岡
田　

幸
二

鈴
木　

磯
美

牧
野　

一
仁

清
水　

亜
樹

審
議
結
果

第
1
回
臨
時
会

３6
大井町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部
を改正する条例について

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

３7 大井町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

３8 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

３9 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４0 大井町町営住宅条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４1 専決処分の承認について（大井町税条例の一部を改正する条例）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

４2 専決処分の承認について（大井町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

４３
令和７年度大井町一般会計補正予算（第１号）に対する修正案 × × × 〇 × 〇 × × × × × × 否決

令和７年度大井町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４４ 令和７年度大井町介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４5 令和７年度大井町水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４6 工事請負契約の締結について（令和７年度橋りょう補修工事（矢
頭橋）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４7 物品購入契約の締結について（小中学校児童生徒学習用端末及
び教職員指導用端末等購入） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４8 工事請負契約の締結について（総合体育館第１期改修工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳情
１ 「上大井駅舎保全・存続と地域交流拠点としての整備」の陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

　○は賛成　×は反対員
　伊藤奈穂子議長は、採決に加わりません。

令和７年4月18日に町道501号線の開通式典が
開催され、議長をはじめ全議員が参列しました。
当日は、天気にも恵まれ、会場から望む富士山と
箱根の山並みがとてもきれいでした。山田から赤
田までをつなぐこの道路は５年にわたる工事の末、
完成されたもので、地域の暮らしを守る役割だけ
でなく、観光面での利用も期待されます。

町道501号線開通式典に参列町道501号線開通式典に参列

議員名（議席順）
と審議結果

議　　案　　名

議会だより　第224号 6

審議議案と結果



紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

��

取
組
み
は

取
組
み
は

消
防
団
員
の
定
数
を

消
防
団
員
の
定
数
を

��

見
直
す
考
え
は

見
直
す
考
え
は

実
施
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た
後
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

�

い
く
か
公
表
し
た
い

消
防
・
防
災
対
策
協
議
会
の

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
必
要
性

�

と
そ
の
内
容
を
判
断
す
る

鈴
すず
木
き
　磯
いそ
美
み
　議員

笠
かさ
井
い
　裕
ゆう
太
た
　議員

問　

使
用
済
み
紙
お
む
つ

再
利
用
事
業
導
入
検
討
調

査
の
結
果
は
。

町
長　

排
出
状
況
実
態
調

査
・
参
入
可
能
性
調
査
・

建
築
候
補
地
選
定
調
査
を

実
施
。
排
出
量
の
正
確
な

把
握
と
詳
細
な
事
業
計
画

の
作
成
が
必
要
。
建
設
候

補
地
や
概
算
費
用
は
現
時

点
で
は
公
表
を
控
え
る
。

問　

今
後
の
取
組
み
は
。

町
長　

町
内
の
介
護
施
設

や
保
育
園
等
に
対
し
さ
ら

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
く
。

問　

進
捗
状
況
の
公
表
は
。

町
長　

今
年
度
は
、
排
出

事
業
者
や
廃
棄
物
処
理
事

業
者
と
協
議
を
進
め
て
い

く
が
、
そ
の
協
議
内
容
を

公
表
す
る
予
定
は
な
い
。

【
ジ
ビ
エ
等
の
利
用
に

�

つ
い
て
】

問　

ジ
ビ
エ
料
理
の
拡
販

戦
略
は
。

町
長　

地
元
の
飲
食
店
と

の
連
携
が
重
要
。
講
習
会

や
試
食
会
と
併
せ
て
、
町

内
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

事
業
と
し
て
「
ジ
ビ
エ

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
地

域
住
民
や
来
訪
者
に
対
す

る
理
解
促
進
と
需
要
喚
起

を
図
っ
て
い
く
。

問　

ジ
ビ
エ
料
理
の
安
全

性
は
。

町
長　

猟
友
会
員
に
対
し

て
衛
生
講
習
と
併
せ
、
日

本
ジ
ビ
エ
振
興
協
会
に
よ

る
解
体
作
業
の
講
義
も
開

催
し
て
い
る
。

問　

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
の
提
供
は
。

町
長　
「
お
お
い
自
然
園

展
示
会
」
で
剥
製
の
展
示

な
ど
を
行
い
、
命
の
重
み

を
伝
え
て
い
る
。

問　

分
団
の
団
員
確
保
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

町
長　

充
足
率
は
年
々
低

下
し
て
い
る
。
各
地
域
で

は
課
題
の
性
質
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
る
。

問　

現
役
団
員
の
残
留
も

視
野
に
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

希
望
と
し
て
は
認

め
た
い
。

問　

消
防
団
運
営
費
交
付

金
の
支
給
基
準
を
見
直
す

考
え
は
。

町
長　

社
会
情
勢
や
消
防

団
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
、
対
応
は
必
要
と

考
え
協
議
会
で
検
討
す
る
。

問　

防
災
士
の
養
成
状
況

と
活
用
状
況
は
。

町
長　

令
和
６
年
度
末
ま

で
に
分
団
長
経
験
者
で
４2

名
い
る
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
と
幅
広
い
防

災
へ
の
参
加
協
力
を
お
願

い
す
る
。

問　

学
生
消
防
団
活
動
認

証
制
度
の
現
状
は
。

町
長　

現
在
３
名
の
学
生

が
活
動
し
て
い
る
。
本
制

度
の
周
知
を
図
り
、
加
入

促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

【
自
主
防
災
組
織
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て
】

問　

自
主
防
災
組
織
の
現

状
と
課
題
は
。

町
長　

15
の
自
主
防
災
組

織
は
代
表
を
自
治
会
長
が

兼
務
し
て
お
り
、
任
期
で

交
代
の
た
め
、
知
識
・
経

験
の
蓄
積
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
自
主
防
災
活
動
に

対
す
る
住
民
の
意
識
不
足
、

自
治
会
ご
と
の
防
災
に
対

す
る
温
度
差
が
あ
る
。

問　

自
主
防
災
活
動
推
進

補
助
金
を
見
直
す
考
え
は
。

町
長　

各
自
主
防
災
組
織

へ
の
補
助
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

新
し
く
な
っ
た

�

第
１
分
団
待
機
宿
舎

紙
お
む
つ
か
ら
は
じ
ま
る

�

循
環
型
社
会

7 議会だより　第224号
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市
場
踏
切
東
側
の

市
場
踏
切
東
側
の

��

交
通
安
全
対
策
は

交
通
安
全
対
策
は

自
治
会
借
地
料
の
公
費
負
担

自
治
会
借
地
料
の
公
費
負
担

��

な
ど
、
助
成
事
業
の
充
実
は

な
ど
、
助
成
事
業
の
充
実
は

今
年
度
、
概
略
設
計
を
し
て

�

予
備
検
討
を
行
う

各
自
治
会
が
負
担
す
べ
き
も
の

だ
が
、
実
態
把
握
に
努
め
て

�

い
き
た
い

鈴
すず
木
き
　武
たけ
夫
お
　議員

大
おお
石
いし
　　舞

まい
　議員

問　

市
場
踏
切
は
西
側
の

道
路
は
広
く
な
っ
た
が
、

東
側
は
狭
く
危
険
で
あ
る
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
。

町
長　

今
年
度
は
概
略
設

計
を
し
、
予
備
検
討
を
行

う
。

問　

今
後
の
改
修
計
画
と

内
容
は
。

町
長　

大
々
的
な
改
良
を

含
め
、
複
数
の
案
が
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
は
課
題

を
整
理
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と

協
議
を
行
う
。

【
町
の
商
業
活
性
化
対
策

�

に
つ
い
て
】

問　

大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ

う
た
ん
祭
は
町
の
商
業
に

貢
献
し
て
い
る
か
。

町
長　

重
要
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
経
済
振
興
に
役

立
っ
て
い
る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
す
い
っ

ぴ
ー
商
品
券
は
、
他
市
町

と
比
べ
て
プ
レ
ミ
ア
ム
率

が
低
い
が
上
げ
る
考
え
は
。

町
長　

長
期
的
な
補
助
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問　

町
商
工
振
興
会
か
ら

の
要
望
は
。

課
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

上
げ
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
る
。

問　

大
井
町
電
子
地
域
通

貨
を
発
行
す
る
考
え
は
。

町
長　

職
員
を
派
遣
し
て

課
題
を
調
査
し
て
い
る
が
、

町
単
独
で
は
難
し
い
。

問　

大
井
町
地
酒
で
乾
杯

推
進
協
議
会
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
し
て
い
る
か
。

町
長　

酒
蔵
見
学
を
行
っ

て
い
る
。
来
年
は
条
例
が

出
来
て
10
年
な
の
で
、
記

念
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

自
治
会
長
の
意
見
交

換
会
は
今
後
も
継
続
す
る

の
か
。
出
さ
れ
た
意
見
を

全
庁
的
に
共
有
し
て
は
。

課
長　

自
治
会
加
入
促
進

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
普
及
促
進
な
ど

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
自
治

会
役
員
と
担
当
職
員
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
意
見
交
換
会
で
出

さ
れ
た
意
見
は
、
庁
内
で

共
有
し
た
い
。

問　

本
町
の
集
会
施
設
等

へ
の
補
助
は
近
隣
と
比
べ

少
な
い
の
で
は
。
金
額
や

補
助
対
象
の
拡
充
は
。

課
長　

物
価
高
騰
な
ど
状

況
を
共
有
し
な
が
ら
、
継

続
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

自
治
会
加
入
率
の
達

成
状
況
は
。

町
長　

今
年
度
は
6３
・

6
％
で
あ
り
目
標
の
78
％

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

自
治
会
ご
と
に
課
題
を
整

理
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
し
た
上
で
、
取
組
み
を

推
進
し
た
い
。

問　

町
が
自
治
会
を
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
識
し

て
い
る
な
ら
、
町
有
地
だ

け
で
も
借
地
料
を
取
ら
な

い
こ
と
は
無
理
な
の
か
。

近
隣
で
も
借
地
料
無
料
や

補
助
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
は
多
い
が
。

課
長　

自
治
会
の
実
情
に

応
じ
て
用
地
を
確
保
し
て

き
た
経
過
が
あ
る
。

問　

自
治
会
役
員
の
負
担

軽
減
は
。

町
長　

自
治
会
役
員
と
担

当
職
員
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
中
で
課
題
を
共
有
把

握
し
、
負
担
軽
減
策
の
検

討
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

プ
ロ
ボ
ノ
の
活
用
な

ど
、
今
後
の
支
援
策
は
。

町
長　

大
変
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
年
度
は

様
々
な
団
体
と
の
情
報
交

換
会
を
予
定
し
て
い
る

拡
幅
が
検
討
さ
れ
る

�

市
場
踏
切
東
側

自
治
会
は

�

町
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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大
井
中
央
公
園
に
民
間
活
力
を

大
井
中
央
公
園
に
民
間
活
力
を

��

取
り
入
れ
る
考
え
は

取
り
入
れ
る
考
え
は

民
間
施
設
と
連
携
し
た

民
間
施
設
と
連
携
し
た

��

相
和
地
域
の
活
性
化
は

相
和
地
域
の
活
性
化
は

公
園
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

�

管
理
方
法
を
検
討
す
る

町
道
５
０
１
号
線
完
成
を
契
機
に

さ
ら
な
る
活
性
化
へ
向
け

�

進
め
て
い
き
た
い

岡
おか
田
だ
　幸
こう
二
じ
　議員

重
しげ
田
た
　有

ゆ
紀
き
　議員

問　

公
園
利
用
者
の
要
望

等
、
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　

電
話
や
「
わ
た
し

の
提
案
・
意
見
」
で
把
握

し
、
回
答
し
て
い
る
。

問　

や
り
取
り
を
園
内
掲

示
板
等
を
活
用
し
周
知
す

る
必
要
は
。

課
長　

周
知
は
必
要
で
あ

り
検
討
す
る
。

問　

禁
止
看
板
の
文
言
が

威
圧
的
に
感
じ
る
が
、
必

要
性
や
効
果
は
。

課
長　

少
し
強
め
の
表
現

で
は
あ
る
が
、
人
命
、
財

産
を
守
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
。

問　

公
園
は
町
民
財
産
で

も
あ
る
。
禁
止
で
は
な
く

行
政
は
提
案
す
る
に
留
め

る
べ
き
で
は
。

課
長　

管
理
で
常
駐
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
看

板
等
に
頼
る
し
か
な
い
。

問　

休
憩
所
を
学
生
の
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
推
奨

す
る
な
ら
、
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ

整
備
が
必
要
で
は
。

課
長　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

普
及
率
か
ら
見
て
そ
の
必

要
性
は
な
い
。

問　

休
憩
所
は
子
育
て
カ

フ
ェ
を
想
定
し
て
い
た
は

ず
。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
お
出

か
け
が
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
ミ
ル
ク
用
お
湯
、
離

乳
食
を
温
め
る
レ
ン
ジ
等

を
置
い
て
は
。

課
長　

お
湯
は
水
筒
持
参
、

離
乳
食
は
レ
ト
ル
ト
品
で

対
応
す
る
な
ど
に
よ
り
公

園
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問　

マ
ル
シ
ェ
開
催
や
映

画
撮
影
の
使
用
も
可
能
で

あ
る
と
周
知
す
る
べ
き
で

は
。

課
長　

周
知
し
て
い
く
。

問　

町
内
福
祉
事
業
者
の

活
力
も
公
園
管
理
に
取
り

入
れ
て
は
。

課
長　

関
係
者
と
協
議
し

進
め
た
い
。

問　

水
場
の
コ
ケ
が
滑
っ

て
危
険
だ
が
安
全
対
策
は
。

課
長　

専
門
業
者
と
協
議

し
改
善
し
て
い
く
。

問　

町
道
５
０
１
号
線
完

成
に
伴
い
、
頂
点
付
近
か

ら
見
る
富
士
山
の
眺
望
は

絶
景
で
あ
る
。
見
晴
台
を

作
り
観
光
の
目
玉
と
し
た

ら
ど
う
か
。

町
長　

頂
点
付
近
の
景
色

は
と
て
も
魅
力
的
で
あ
り
、

お
お
い
ゆ
め
の
里
や
農
業

体
験
施
設
と
相
ま
っ
て
観

光
ル
ー
ト
と
し
て
も
期
待

し
て
い
る
。
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

大
井
里
山
花
ま
つ
り

が
春
先
に
開
か
れ
た
が
、

そ
の
成
果
と
課
題
は
何
か
。

課
長　

今
年
は
桜
の
開
花

時
期
の
遅
れ
に
よ
り
、
来

訪
客
は
昨
年
よ
り
２
割
減

と
な
っ
た
。
成
果
で
は
新

し
く
土
・
日
の
駐
車
場
利

用
者
に
お
買
物
券
を
支
給

し
、
ビ
オ
ト
ピ
ア
内
の
マ

ル
シ
ェ
で
も
使
用
で
き
る

な
ど
桜
フ
ェ
ア
と
協
力
し

た
。
ま
た
、
駐
車
場
に
台

数
制
限
が
あ
り
、
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
の
導
入
や
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
拡
充
な
ど
が

今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

問　

さ
ら
に
は
周
辺
民
間

施
設
と
の
協
力
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
。

課
長　

民
間
業
者
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
駐
車
場
と
し
て

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

他
の
周
辺
施
設
も
状
況
に

応
じ
て
連
携
し
て
い
き
た

い
。

【
夏
の
暑
さ
対
策
に

�

つ
い
て
】

問　

高
齢
者
等
に
エ
ア
コ

ン
設
置
費
助
成
金
を
導
入

す
る
考
え
は
。

課
長　

ま
ず
は
家
族
や
周

囲
の
人
々
に
よ
る
見
守
り

や
声
掛
け
を
中
心
に
熱
中

症
予
防
を
促
進
し
つ
つ
、

助
成
金
に
つ
い
て
は
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

５
０
１
号
線
頂
点
付
近
か
ら
の

�

眺
望

マ
ル
シ
ェ
と
か
だ
ん
お
花
植
え
替
え

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
時
開
催
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教
育
福
祉
常
任
委
員
会

で
は
、
５
月
1４
日
か
ら
16

日
間
に
か
け
て
、
群
馬
県

長
野
原
町
、
高
崎
市
、
榛

東
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

群
馬
県
長
野
原
町
、
高
崎
市

「
く
ら
ぶ
ち
英
語
村
」

国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て

１
日
目
は
、
八
ッ
場
ダ

ム
で
有
名
な
長
野
原
町
で

国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

長
野
原
町
は
廃
校
に

な
っ
た
旧
北
軽
井
沢
小
学

校
に
、
幼
小
一
貫
教
育
の

Ｌ
Ｃ
Ａ
き
た
か
る
森
の
イ

ン
タ
ー
を
来
年
４
月
に
開

校
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

学
校
は
株
式
会
社
が
運
営

す
る
た
め
、
長
野
原
町
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
特
区
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
幼
小
一

貫
教
育
は
大
変
珍
し
い
こ

と
で
す
。
生
徒
は
全
国
か

ら
募
集
を
し
、
１
ク
ラ
ス

15
人
制
で
き
め
細
や
か
な

教
育
を
す
る
方
針
で
す
。

２
日
目
は
、
高
崎
市
の

く
ら
ぶ
ち
英
語
村
を
視
察

し
ま
し
た
。
こ
こ
も
、
廃

校
施
設
を
地
元
か
ら
有
効

活
用
し
て
欲
し
い
と
お
願

い
さ
れ
、
集
団
生
活
、
英

語
を
使
っ
た
生
活
、
自
然

の
中
で
の
生
活
を
目
的
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
旧
校

舎
の
改
修
は
行
わ
ず
、
敷

地
内
に
新
設
し
て
８
年
目

を
迎
え
ま
す
。
生
徒
は
親

元
を
離
れ
た
自
立
し
た
環

境
の
中
で
共
同
生
活
を
送

り
、
外
国
人
指
導
員
と
の

英
語
に
よ
る
日
常
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
実
践
的
な
英
語
を
学

ん
で
お
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
市
町
も

廃
校
の
利
活
用
で
し

た
が
、
本
町
で
同
様

に
取
り
組
む
の
で
あ

れ
ば
、
実
情
に
合
っ

た
検
討
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

群
馬
県　
榛
東
村

休
日
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
推
進
計
画
に
つ
い
て

３
日
目
は
、
榛
東
村
で

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

榛
東
村
で
は
、
令
和
５

年
か
ら
協
議
会
を
開
催
し

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
持

続
可
能
な
活
動
を
目
指
す

こ
と
と
、
指
導
者
の
質
と

量
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
本
町

に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

議場体験ツアーを開催議場体験ツアーを開催
広聴分科会

　
先
進
自
治
体
を
視
察�

鈴
木
　
武
夫

群馬県榛東村

５
月
28
日
、
相
和
小

学
校
３
年
生
７
名
の
児

童
の
皆
さ
ん
が
、
社
会

科
の
授
業
の
一
環
で
議

場
見
学
に
来
庁
さ
れ
ま

し
た
。
３
階
フ
ロ
ア
か

ら
、
議
長
室
、
会
議

室
、
議
場
の
順
に
見
学

し
ま
し
た
。
議
場
内
で

は
、
目
を
輝
か
せ
、
興

味
津
々
で
議
員
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
皆
さ
ん
は
議

席
に
着
席
し
、「
特
別
な

椅
子
に
座
れ
て
フ
ワ
フ

ワ
で
す
ご
い
！
」
な
ど

の
感
想
を
述
べ
た
の
ち
、

模
擬
議
会
を
開
き
交
代

で
議
長
席
に
座
り
、
議

長
役
を
行
い
ま
し
た
。

議
席
に
座
っ
た
皆
さ
ん

か
ら
は
大
人
顔
負
け
の

鋭
い
質
問
が
飛
び
交
い
、

ま
る
で
本
会
議
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

１
時
間
ほ
ど
の
体
験
ツ

ア
ー
で
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
も
大
変

喜
ん
で
頂
き
、
と
て
も

良
い
企
画
に
な
り
ま
し

た
。の

ち
に
相
和
小
学

校
児
童
の
皆
さ
ん
よ

り
、「
普
段
入
れ
な
い
議

長
室
、
控
室
に
入
れ
て

良
か
っ
た
」「
議
長
役

が
楽
し
か
っ
た
」「
議

員
定
数
が
13
名
と
少
な

い
こ
と
に
び
っ
く
り
し

た
」「
相
和
っ
子
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
違
い
豪
華

で
緊
張
感
が
あ
っ
た
」

な
ど
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

会
広
聴
分
科
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
お
応
え
し
、
こ
の
よ

う
な
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
興
味
が
あ
れ
ば

是
非
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�

黒
岩　

陣
太
郎
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議会を傍聴して
新採用職員1０名が職員研修の一環として
第２回定例会を傍聴しました。ここでは、紙
面の都合により令和７年４月１日採用職員の
感想を掲載します。傍聴の機会を通じて、地
方自治への理解が深まることに期待します。

町民課　藤政�茜町民課　藤政�茜町民課　藤政�茜
新採用職員研修の一環として、大井町議会第新採用職員研修の一環として、大井町議会第

２回定例会の１日目を傍聴させていただきまし２回定例会の１日目を傍聴させていただきまし
た。議論が白熱する場面もあり、議員の皆様のた。議論が白熱する場面もあり、議員の皆様の
大井町への熱い思いを感じました。大井町への熱い思いを感じました。

特に印象に残っている一般質問は、「大井よさ特に印象に残っている一般質問は、「大井よさ
こいひょうたん祭と町の活性化について」です。こいひょうたん祭と町の活性化について」です。
ひょうたん祭には町内外から多くの方が訪れ、ひょうたん祭には町内外から多くの方が訪れ、
大井町のことを知ってもらう機会であり、町の大井町のことを知ってもらう機会であり、町の
活性化につながるというお話がありました。こ活性化につながるというお話がありました。こ
の一般質問の答弁を聞き、ひょうたん祭が大井の一般質問の答弁を聞き、ひょうたん祭が大井
町の経済的、文化的発展にとって大きな役割を町の経済的、文化的発展にとって大きな役割を
担っていることを改めて実感しました。今年度担っていることを改めて実感しました。今年度
からは大井町役場の職員として、ひょうたん祭からは大井町役場の職員として、ひょうたん祭
を盛り上げていき、賑わいの創出の一助になりを盛り上げていき、賑わいの創出の一助になり
たいです。たいです。

税務課　鍵和田�真吉税務課　鍵和田�真吉税務課　鍵和田�真吉
議会を傍聴させていただいたのは、今回が初議会を傍聴させていただいたのは、今回が初

めてのことでした。めてのことでした。
今回議会を傍聴して、さまざまな議題が挙がっ今回議会を傍聴して、さまざまな議題が挙がっ

ていることに驚きました。私たちが傍聴した初ていることに驚きました。私たちが傍聴した初
日では、ジビエ等の活用、消防団の現状と課題日では、ジビエ等の活用、消防団の現状と課題
や市場踏切の改修計画について、様々な分野でや市場踏切の改修計画について、様々な分野で
議論がなされていました。議論がなされていました。

私自身、今まで議会に対する意識は希薄なも私自身、今まで議会に対する意識は希薄なも
のでしたが、扱われている議題は身近なものがのでしたが、扱われている議題は身近なものが
多く、議会への認識が変わりました。また、議多く、議会への認識が変わりました。また、議
員の方々の質問や意見の中に暖かさを感じると員の方々の質問や意見の中に暖かさを感じると
ともに、住民の安全・安心に対して真剣に思考ともに、住民の安全・安心に対して真剣に思考
されていることを傍聴席にて肌で感じとることされていることを傍聴席にて肌で感じとること
ができました。ができました。

都市整備課　上田�航大都市整備課　上田�航大都市整備課　上田�航大
新採用職員研修の一環として、大井町議会第新採用職員研修の一環として、大井町議会第

２回定例会の一般質問を傍聴させていただきま２回定例会の一般質問を傍聴させていただきま
した。私は今まで議会を傍聴する機会がなかっした。私は今まで議会を傍聴する機会がなかっ
たため、大変貴重な経験をさせていただいたとたため、大変貴重な経験をさせていただいたと
感じました。一般質問の中で特に印象に残って感じました。一般質問の中で特に印象に残って
いるのは、「ジビエ等の利用について」です。議いるのは、「ジビエ等の利用について」です。議
員のジビエ等を活用した際の様々な利点を交え員のジビエ等を活用した際の様々な利点を交え
た意見、対して町長の品質や数量、金銭面等をた意見、対して町長の品質や数量、金銭面等を
考慮した執行側としての意見を聴き、両者の大考慮した執行側としての意見を聴き、両者の大
井町をより良い町にしていこうという熱意を直井町をより良い町にしていこうという熱意を直
接感じました。接感じました。

今回の議会を通じて、大井町の課題等を改め今回の議会を通じて、大井町の課題等を改め
て把握することが出来ました。職員として気をて把握することが出来ました。職員として気を
引き締め、町のさらなる発展に貢献していきた引き締め、町のさらなる発展に貢献していきた
いと感じました。いと感じました。

福祉課　植松�菜緒福祉課　植松�菜緒福祉課　植松�菜緒
新採用職員研修の一環として、第２回定例会新採用職員研修の一環として、第２回定例会

を傍聴させていただきました。質問と答弁が白を傍聴させていただきました。質問と答弁が白
熱する場面もあり、議員の方々や町長の熱量を熱する場面もあり、議員の方々や町長の熱量を
間近で感じることができ、とても貴重な経験を間近で感じることができ、とても貴重な経験を
させていただきました。させていただきました。

今回は、私が携わっている業務は議題には挙今回は、私が携わっている業務は議題には挙
がりませんでしたが、日々の業務が大井町の住がりませんでしたが、日々の業務が大井町の住
民の方々の暮らしを支えるものなのだと改めて民の方々の暮らしを支えるものなのだと改めて
実感することができました。大井町をより良い実感することができました。大井町をより良い
町にしていくために、自分が携わっている業務町にしていくために、自分が携わっている業務
はもちろんのこと、広い視野をもって業務に取はもちろんのこと、広い視野をもって業務に取
り組みたいです。り組みたいです。

今回の議会傍聴を通じて、多くの学びを得る今回の議会傍聴を通じて、多くの学びを得る
ことができました。この学びを糧に、町の職員ことができました。この学びを糧に、町の職員
として、より一層励んでまいります。として、より一層励んでまいります。

都市整備課　中村�雄飛都市整備課　中村�雄飛都市整備課　中村�雄飛
今回の議会傍聴の中で興味深かったのはイノ今回の議会傍聴の中で興味深かったのはイノ

シシやシカといったジビエ等の利用についてです。シシやシカといったジビエ等の利用についてです。
野生動物による農作物被害が年々深刻になって野生動物による農作物被害が年々深刻になって
いるという現状は知っていたものの、それにどいるという現状は知っていたものの、それにど
う向き合っていくのかという具体的な議論を聞う向き合っていくのかという具体的な議論を聞
いたのは初めてでした。議論がされる様子を間いたのは初めてでした。議論がされる様子を間
近で見ることで、行政がどのような課題に向き近で見ることで、行政がどのような課題に向き
合っているのかを改めて知ることが出来ました。合っているのかを改めて知ることが出来ました。
議場の緊張感を感じつつも、町の課題について議場の緊張感を感じつつも、町の課題について
真剣に話し合う様子を目の当たりにし、町の未真剣に話し合う様子を目の当たりにし、町の未
来について考えるとても貴重な時間となりました。来について考えるとても貴重な時間となりました。

今回の議会傍聴を通して、町民が生活しやす今回の議会傍聴を通して、町民が生活しやす
いまちづくりを目指し、様々な視点で物事を考いまちづくりを目指し、様々な視点で物事を考
え業務に取り組んでまいりたいと思いました。え業務に取り組んでまいりたいと思いました。
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議会だよりへの意見募集
　大井町議会では、町政及び議会の情報を皆様にお伝えするため、「議会だより」を
年4回発行しております。より分かりやすい広報誌となるよう、町民の皆様の声を
お聞かせください。応募は、電子メール（gikai@town.oi.kanagawa.jp）、郵送、持参、
FAXのいずれかでお願いします。様式は任意で結構です。

町政を知る良い機会です
議会傍聴にお越しください！
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大
井
町
消
防
団
長
の
内

田
数
馬
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

●
内
田
さ
ん
は
大
井
町
生

ま
れ
大
井
町
育
ち
。
消
防

団
へ
の
情
熱
は
、
幼
少
期

に
父
親
が
消
防
団
長
を
務

め
て
い
た
こ
と
か
ら
芽
生

え
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
、

そ
ん
な
父
親
に
尊
敬
と
憧

れ
を
幼
い
頃
か
ら
感
じ
、

３0
歳
の
と
き
に
第
５
分
団

に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
26
年
に
副
団
長
に

就
任
し
た
内
田
さ
ん
は
、

消
防
団
の
活
動
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
３0

年
か
ら
は
団
長
と
し
て
地

域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。
内
田

さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
団
員
た
ち
は
団

結
し
、
町
を
守
る
と
い
う

共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
ま
す
。

●
令
和
４
年
に
は
、
神
奈

川
県
消
防
協
会
理
事
、
同

協
会
足
柄
上
支
部
長
を
歴

任
。
こ
の
役
職
で
は
、
よ

り
広
範
な
地
域
の
消
防
活

動
を
指
導
し
、
多
く
の
消

防
団
員
を
支
援
し
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
の
指
導
力
と
経

験
は
、
地
域
の
消
防
活
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

●
内
田
さ
ん
は
、「
自
分
た

ち
の
手
で
、
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
大
切
な
場
所
を
守

り
た
い
で
す
」
と
、
温
か

く
も
決
意
に
満
ち
た
眼
差

し
で
そ
の
思
い
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
普
段
仕
事

を
抱
え
な
が
ら
も
、
突
然

の
出
動
が
あ
る
た
め
大
変

な
こ
と
も
あ
る
と
し
な
が

ら
も
、
活
動
を
通
じ
て
で

き
た
仲
間
と
共
に
町
を
守

る
と
い
う
思
い
で
責
務
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

●
昨
年
、
内
田
さ
ん
は
神

奈
川
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
内
田
さ

ん
の
消
防
活
動
に
お
け
る

長
年
の
貢
献
と
努
力
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
内

田
さ
ん
の
活
動
は
、
町
民

に
と
っ
て
も
大
き
な
誇
り

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
貢

献
と
地
域
へ
の
深
い
愛
情

は
、
今
後
も
多
く
の
人
々

に
希
望
と
安
心
を
与
え
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

６
月
に
行
わ
れ
た
定
例

会
は
、
一
般
質
問
で
は
６

名
の
議
員
が
多
岐
に
わ
た

る
課
題
を
取
り
上
げ
、
町

民
の
声
を
代
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
補
正
予
算
に
お
い

て
は
修
正
案
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
非
常
に
活
発
な
議

会
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
議
会
の
映
像

配
信
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

こ
の
新
し
い
取
組
み
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
が
よ
り

身
近
に
議
会
の
様
子
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
議
会

の
透
明
性
向
上
に
寄
与
し
、

参
加
意
識
を
高
め
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。�

和
田　

紀
昭

自
分
た
ち
の
手
で
、
大
切
な
場
所
を
守
り
た
い

第3回定例会開催
9月2日(火)　午前9時
問合せ先：議会事務局

☎85-5000　FAX�83-3936


